
 

③令和８年度 基本方針・研究主題（案） 

 

よりよい社会のあり方をともに問い続ける社会科教育 
 

（1） 主題設定の理由 

① 近年、生成AI等のデジタル技術が急速に進化し、知りたいことや考えたいことの答えを、いつでも簡

単に得られる時代になってきた。そのことにより、社会生活の中で自ら問題を見いだしたり、解決策

を考えたりする機会が減少しつつある。 

② これからの時代を生きる子どもたちには、よりよい社会を志向し、自らの生き方やあり方を考え、
「自らの人生を舵取りできる力」が必要不可欠である。そのために、主体的・対話的で深い学びの実

装を目指すことが求められている。        （令和7年9月 中教審「論点整理」より） 

③ 多様な個性や特性、背景を有する人が多くなっている実態があるからこそ、「自分自身にとってより
よい社会」のあり方について考えるだけでなく、「自分自身にとっても、他者にとってもよりよい社

会」のあり方についても考えることが求められている。 

（令和7年１０月 教育課程部会社会科ワーキンググループ資料より） 

④ 現行学習指導要領に示されている通り、社会科では、社会との関わりを意識して課題を追究したり解
決したりする活動を充実し、知識や思考力等を基盤として社会のあり方や人間としての生き方につい

て選択・判断する力、自国の動向とグローバルな動向を横断的・相互的に捉えて現代的な諸課題を歴

史的に考察する力、持続可能な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとす

る態度など、国家及び社会の形成者として必要な資質・能力を育んでいくことが求められている。 

⑤ 社会的事象から見いだした問題について、社会的な見方・考え方を働かせながら自分ごととして解決
策を考えるとともに、協働的な学びを通して、より多角的に解決策を考えていくことができる学習を

展開していくことが大切となる。 

これらの理由から、研究主題を「よりよい社会のあり方をともに問い続ける社会科教育」と設定する。 

 

「よりよい社会のあり方を問い続ける」とは 

   「よりよい社会」とは自分だけでなく、自分を含めたより多くの人が豊かに暮らすことができる社会

を指している。現代、または過去の社会をつくり上げてきた人々の営みや社会の仕組みのすばらしさ（見

事さ）から学ぶとともに、多くの人が幸福な人生を送るために解決するべき問題点や課題を発見し、自

分ごととして捉えて、問題の解決策を深く考えていくことを大切にしたい。 

また、一つの学習問題についての学びが一時間で完結するのではなく、単元内や単元間でつながりを

もち、子どもたちの問題意識が連続していくことを目指したい。それまでの生活経験や学習で得た知識・

技能、思考力・判断力・表現力等を生かして問題を追究することで、学習問題を解決することにとどま

らず、新たに解決したい問題を見いだしたり、自ら行動を起こそうとする気持ちを引き出したりするこ

とが、よりよい社会をつくる担い手を育むことにつながっていくと考える。 

 

「ともに問い続ける」とは 

   よりよい社会のあり方を考えるためには、物事を多角的に捉え、さまざまな立場に立って考えること

が必要である。そのためにも、見いだした問題を他者と共有し、互いを尊重し合いながら問題解決に粘

り強く取り組んでいくことが、一人一人が生きて働く知識を獲得し、思考を広げたり深めたりすること

につながっていくと考える。 

 



 

（2）  横浜市小学校社会科研究会（以下、浜小社研）が目指す社会科教育 

 ①これまでの浜小社研の研究（『横浜の社会科五十年』より一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

浜小社研では一貫して、共に生きる社会の創造を目指して、変化する社会のなかで人間相互のつなが

りを強め、人権を尊重するとともに、自らのあり方、さらには生き方を問い続ける教育を大切にしてき

た。その中でも特に力を入れて取り組んできた3点を挙げる。 

    ●個のみとり 

「授業記録の作成・分析」「注目児童の設定」「座席表の活用」などの研究のアプローチにも表れ

ているように、「個」を大切にしながら学習を構成してきた。個々のものの見方や考え方は個性的で

あるという立場に立ち、個の問題意識から生まれる追究と変容を大切にしてきたという点は、浜小社

研の社会科の大きな特徴である。社会的事象から見いだした問いから学習問題が「子どもの言葉」で

つくられ、その解決に向けて調べたり考えたりして追究する学習過程を、子どものみとりを生かして

つくり上げてきた。 

●個を生かした集団での学び合い 

子どもの問題意識から学習を展開することで、子どもの学習意欲を引き出し、生活経験やそれまで

の学びを生かして考える力を育んできた。一方で、思考をより広げたり深めたりできるように協働的

に学ぶことも大切にしてきた。現在、全国的にも求められている「一人一人の個性に応じた多様で質

の高い学びを引き出すこと」は、浜小社研が取り組んできた「子どもが社会的事象に主体的に関わる」

「子どもが自分の言葉で語る」授業の構築と重なる部分が大きい。 

    ●問題解決的な学習 

      社会的事象の価値や意味に迫ることができるように学習問題を教師と子どもが一緒につくり、単元

または一時間の見通しをもって学習に取り組むことができようにしてきた。このように問題解決的な

学習を大切にしてきたことは、主体的・対話的で深い学びの実現にも生かされている。 

 

   ②現在の主な成果と課題 

令和２年度の全小社神奈川大会では、これらの研究の積み重ねを生かして、「人の営みに学び、未来

を創る子どもが育つ社会科教育」という主題を設定し、これからの社会を生きる神奈川の子どもたちが

「身に付ける資質・能力」を明確にして、副主題を「学んだことを社会や生活に生かす学習過程のあり

方」として、授業実践、提案に取り組んだ。日常の生活や社会とのかかわりの中で学んだことをどのよ

うに生かしていくかということが、よりよい未来を創造していく子どもの育成につながるという神奈川

の考える社会科教育を全国に発信することができた。 

年度 研究主題 
～副主題～ 備考 

1950 （各区支部での独自の計画による研究） 
浜小社研 

発足 

1960 
（浜小社研初の全市的な研究主題設定） 

問題解決学習に立った新しい単元系列の研究  

1981 子ども自らの社会的なあり方の確立をめざした授業の構成 
1981年度 

全小社① 

1995 

～2007 
共に生きる社会をめざし、自らのあり方を問い続ける社会科教育 

～子ども自らが動き、考えを深め合える授業をどう創ったらよいか～ 
1995年度 

全小社② 

2008 

～2017 
社会とのかかわりを実感し、自らの生き方を問い続ける社会科教育 

～子どもが社会的事象を自分とのかかわりでとらえ、主体的に追究する授業をどう創ったらよいか～ 
2009年度 

全小社③ 

2018 

～2025 
人の営みに学び、未来を創る子どもが育つ社会科教育 
～学んだことを社会や生活に生かす学習過程のあり方～ 

2020年度 

全小社④ 

2026 

～ 
よりよい社会のあり方をともに問い続ける社会科教育 

～人の営みを自分とのかかわりで捉えて、対話を通して学びを深める授業づくり～ 

2028年度 

全小社⑤ 



 

     以降、令和7年度まで研究主題・副主題を継続して、研究を進めてきた。その中で見られてきた主な

成果と課題は次の通りである。 

成果 課題 今後に向けて 

単元を通して学習問題を追究する

学習を大切にすることで、問題解

決的な学習の充実が図れた。浜小

社研全体として、目指す学習過程

のあり方が確立してきた。 

副主題として学習過程に間口

を絞ったことで、教師が学習

過程をつくる意識が強く、単

元構想が地域や学校に関係な

くパターン化した一面があ

る。 

見通しをもつことを大切にし

つつ、その学校や学級のよさを

生かした、多様な学習過程のあ

り方を吟味していきたい。 

子どもが身近さを感じられる（地

域）教材を活用した導入を展開し、

子どもの問題意識を生かした単元

を見通す学習問題を子どもと教師

でつくることで、子どもの主体的

な学びを促すことができた。 

「本気の学習問題」が生まれ

るように教師が子どもの思考

を引っ張りすぎてしまった

り、子どもの思考に寄りすぎ

て社会的事象の本質に迫るこ

とができなかったりした。 

単元目標を達成できる学びを

目指して、子どもの問題意識を

大切にしながら教師が必要に

応じて学習計画の修正をして

いくことをより大切にしてい

きたい。 

「人の営み」に着目することで、子

どもが学んだことを現代の社会で

よりよく生きていくための資質・

能力を養うことにつなげられた。 

子どもの具体の姿がどのよう

な資質・能力につながってい

るかの検証が不十分だった。 

浜小社研として、目指す子ども

像をより明確にしていきたい。 

 

③これからの浜小社研が目指す社会科教育  

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市小学校社会科研究会で目指したい子ども像 

よりよい社会のあり方をともに問い続ける社会科教育 

Ａ 社会的な見方・考え方を働か

せながら、社会的事象の見事

さや問題点等に気付き、様々

な人の立場に立って物事を多

角的に考えたり深く理解しよう

としたりする子 

Ｂ 事実をじっくり見る中で見いだし

た社会的な課題や問題を自分ご

ととして捉え、学んだことや生活

経験等を生かしてよりよい解決

策を考えたり自らのあり方や行

動を選択・判断したりする子 

Ｃ 問題解決に主体的に粘り強く

取り組むことを通して、自分が

住む地域（市町村・神奈川県・

日本）のよさに改めて気付き、

地域の一員であることに愛着

と誇りをもつ子 

●社会の主体的な形成者になるた

めに必要な、将来に役立つ社会

的な見方・考え方を駆使しなが

ら、生きて働く知識・技能を獲得し

ている。 

●物事を考えたり解決したりする際

に、自分だけでなく多様な人の立

場を踏まえて、自分もみんなもよ

りよく生活していくことを目指した

い気持ちをもっている。 

●物事を表面的に理解するのではな

く、社会的事象の本質に迫るための

問いを見いだし、自分なりに見通し

をもって追究することを通して、社会

的事象の本質に迫ろうとしている。 

●自分の意見や考えを表現する際に

根拠を明確にしている。 

●社会のために自分にできることを、

学習したことを生かして選択・判断

し、行動を起こそうとしている。 

●困難と思われることでも自分なり

に解決策を考えたり、周りの協力

を求めたりしながら粘り強く解決

していこうとしている。 

●地域のよさを見つけたり、社会的

な課題を自分ごととして捉えたり

解決に取り組んだりすることで、

その地域に対する愛着や誇りを

高めている。 

学びの中で期待したい子どもの具体の姿 



 

④研究副主題の設定理由とその捉え 

～人の営みを自分とのかかわりで捉えて、対話を通して学びを深める授業づくり～ 

浜小社研では、平成３０年度より研究副主題を「学んだことを社会や生活に生かす学習過程のあり方」

として、８年間研究を継続してきた。その成果として、「子どもが主体的に、数時間先の見通しをもって

学習に取り組めるような単元を見通す学習問題をつくり、学習計画を立てて、子どもが主体的に学習を進

めていく学習過程」を大切にした授業の実践を積み重ねてくることができた。 

その成果の大きな要因として、「人の営みに学ぶ」ことを大切にしてきたことが挙げられる。単元の導

入で、具体的な人の営み（社会的事象）に出合う時に子どもから生じる問題意識・つぶやき等を丁寧にみ

とり、それらを生かして学習問題や単元の計画を子どもと一緒につくることを大切にすることができた。 

また、前述の通り浜小社研では、「個の学び」を大切にしつつ、個と個が集団の中でどのように対話的

に学び合うのか、対話を重ねながら学び合うことでどのように学びが深まっていくのかを大切にしてきた。 

これらのことを今後も大切にし、子どもたち一人一人が自らの学びの深まりを実感できるようにしてい

くことを目指して、研究副主題を「人の営みを自分とのかかわりで捉えて、対話を通して学びを深める授

業づくり」と設定した。 

 

   「人の営みを自分とのかかわりで捉える」とは 

     「人の営みを自分とのかかわりで捉える」とは、教材として取り上げる人の具体的な仕事や取組を学

ぶことを通して、その人の考え方や生き方、人がつくり上げてきた社会の仕組み等から、自分の考え方

や生き方を問い直したり、見つめ直したりすることである。 

また、その人を通して見えてくる社会や産業、歴史等の関係性や仕組などの概念を形成していくこと

でもある。子どもがそれぞれの目的意識をもって、様々な問題に取り組みながら仕事などに従事する人

の技・業（わざ）や知恵、工夫などにふれることで、本物と出合う実感的な学びが深まっていくと考え

られる。本物であるからこそ、子どもが出合ったときに、そこに切実感が生まれ、本気になって、様々

な立場から多角的に考えることのできる学びに繋がっていくと考えられる。 

そして、その時代ごとの様々な課題や困難に立ち向かい、それらを乗り越えていこうとする人々の姿

にふれることで、子どもたちもまた社会的な課題を自分ごととして捉え、自分たちの未来を切り開いて

いく力を身に付けていくことにつながっていくと考えられる。 

 

   「対話を通して学びを深める」とは 

     対話的に学びを深めていくためにも、「自分との対話」「教材との対話」「他者との対話」「教師と

の対話」、それぞれの対話を学びの中で効果的に位置付けながら学習を進めていけるようにしたい。 

     子どもたちは一人一人がそれぞれ多様な生活環境の中で生活している。一人一人の感性や生活経験に

は違いがあり、そのため社会的事象に対する問題意識や考え方も一人一人違いがある。 

子どもが矛盾や違和感を抱くような社会的事象に出合い（教材との対話・自分との対話・教師との対

話）、異なる様々な意見や感じ方を出し合うことで（他者との対話）、子ども自身が追究したいと思え

る学習問題が生まれる。そして学習を進める中でも、獲得した知識を活用しながら他者と対話を重ねる

ことで、単元当初よりも子どもたちの問題意識が深まっていく。その過程を通して単元当初の学習問題

よりも、さらに社会的事象の意味や本質に迫ることができる学習問題をつくることができる。 

問題を追究する過程でも、同じ事実を根拠にしても子どもたちの考え方には違いが生じる。問題解決

に向けて対話を重ねることで、子どもは様々な知識を獲得しながら、より多角的に社会的事象について

思考していくことが期待できる。つまり対話的に問題を追究していくことが、子どもの社会的事象に対

する見方や考え方を広げたり深めたりしていくことにつながると考えられる。 

子ども自身が学習したことを振り返る過程で、単元当初と単元終末の自分自身の社会的事象に対する

考え方の変容に気付いたり、自らの生き方やあり方について自問自答したりする（自分との対話）こと

が、社会的事象についてより深く考え、生きて働く知識を獲得することにつながっていくと考えられる。 


